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いしげ結城紬応用型紙捺染技術の合理化研究（第 1報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊維工業指導所

染色部  小林  敏弘    塚原  文男
渡辺  孝雄

1．  緒  言

 熟練を必要とする型紙捺染技術を合理化して，技術の向上と技術者の養成を図る必要がある。その

ため，調色技術の合理化と捺染の色彩情報の提供を行う。

  今年度は，石下産地で使用されている捺染用染料を調査して，統一染料の選定と捺染再現性試験を

行ったので報告する。

2．実験方法

2．  1   捺染用染料のアンケート調査を実施

2．  2  染色堅牢度試験（試験条件は表 1に記載）

1）  耐光試験・・・捺染濃度 0．2％のものについて試験する。

2）  熱湯試験・・・捺染濃度 2％で，色止処理効果を調ベるため，蒸熱後水洗したものと，色止処理

　　　　　　　　　を行ったものについて試験する。

3）  摩擦試験・・・捺染濃度 2％で，染料の浸透性を調ベるため，蒸熱後無水洗のものと，水洗及び

　　　　　　　　　色止処理を行ったものについて試験する。

2．  3  捺染再現性試験

1）  供試素材・・・ GS 手紡糸 100 デニ一ル 21中クロス

2）  供試染料及び捺染濃度

（イ）  単一染料の場合・・・統一染料 8種類、捺染濃度 0．2，  2％，プラックは 0．5，  3％

（ロ）  配合染料の場合・・・三原色配合，捺染濃度 0．2，  2％，試験回数 2回

　　　　　　　　　　　　　　染料名と配合比は表 3に記載

3）  捺染方法

（イ）  摺込捺染法（摺込捺染機使用）

（ロ）  型紙捺染法

4）  蒸熱時間・・・60分

5）  後処理法

（イ）  水洗法・・・蒸熱後，水洗浴に汚染防止剤 Pクリン A（非イオン活性剤）を添加し，常温

                    で水洗を行う。
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（ロ）  色止法・・・水洗後，色止剤シルクフイックス 3A2％0WF，20 倍液，常温で 10分間処理

                    し，水洗する。

7）  測色法

（イ）  測色計・・・色彩色差計 CR一 200  （ミノルタ（株）））

（ロ）  測色値・・・明度（L） ，彩度（C） ，色相（H）

                         4 箇所測定平均値

3．結果及ぴ考察

3．  1   捺染用統一染料の選定

 13 工場を対象に調査した結果，約 100 種類の染料が使用されている。特に赤，青，茶，の染料が多

かった。業界の要望により，下記のことを考慮に入れて捺染用統一染料の選定を行った。

1）  長く継続して使用するのには，国産染料が適している。これまで外国産染料が多く使用されて

  いるが，近年製造中止の染料が多い。

2）  捺染用糊剤と混合しやすいので，酸性染料が適している。

3）  酸性染料の中でも溶解度と染色堅牢度の良好な染料を選定する。

4）  現在多くの工場が使用している染料を優先する。

3．  2  染色堅牢度試験

上記の条件に適合する捺染用統一染料の試験結果は表 1の通りである。

表 1より下記のことが判明した。

1）  耐光堅牢度は 4級以上で良好である。

2）  無水洗と後処理後の摩擦堅牢度に差のないことから浸透性は良好である。

3）  熱湯堅牢度は後処理を行うと向上する。

4）  蒸熱後，水洗する際に汚染防止剤を添加すると白場汚染防止の効果がある。

3．  3  捺染再現性試験

1）  単一染料の再現性

  摺込捺染及び型紙捺染（濃度 2％）の蒸熱処理後と水洗処理後の測色結果は表 2の通り。
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表 2より下記のことが判明した。

（イ）蒸熱後の場合，摺込捺染の方が型紙捺染より明度及び彩度の測色値が大きい。即ち，型紙捺染

の方が色が濃くて，  くすんでいる。それは，型紙捺染の場合，色糊の糊量が多く，又，型紙の厚さ

の分だけ色糊が付着するためである。

（ロ）水洗後の場合，両者の差は小さくなっている。それは，型紙捺染の余剰の色糊が水洗により脱

落することを示している。

（ハ）測色値（4箇所測定）の標準偏差を調ベると，水洗後の方がデ一夕のバラツキが小さい。

    即ち，水洗により捺染ムラが小さくなることを示している。

2）  三原色配合染料の再現性

摺込捺染及び型紙捺染（濃度 0．2％，2％）の水洗処理後の測色結果は表 3の通り。

表 3より下記のことが判明した。

（イ）型紙捺染の方が，  1 回目と 2回目試験の彩度差が大きいので，視感では色の不一致を感じる。

（ロ）型紙捺染の場合，捺染糊を均一に付着させる操作が難しい。

（ハ）三原色による配合捺染は，再現性を維持するため，染料の調合に細心の注意が必要である。

4．結  言

  捺染技術合理化の一環として，捺染用統一染料の選定を行った。また，摺込捺染法により，再現性

の良い結果が得られたので，産地業界から要望されている捺染見本帳を作成する予定である。
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